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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年6月26日(2014.6.26)

【公開番号】特開2014-81530(P2014-81530A)
【公開日】平成26年5月8日(2014.5.8)
【年通号数】公開・登録公報2014-023
【出願番号】特願2012-229989(P2012-229989)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｂ  23/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｂ  23/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月12日(2014.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　学習用の図形板セットであって、
　頂角が１０８度、底角が３６度の二等辺三角形の第１の三角形板と、
　頂角が３６度、底角が７２度の二等辺三角形の第２の三角形板とを備えており、
　前記第１の三角形板の等辺の長さと、前記第２の三角形板の等辺の長さ又は底辺の長さ
とが一致し、
　前記第１の三角形板と前記第２の三角形板とを組み合わせて新たな三角形を形成でき、
　前記第１の三角形板及び前記第２の三角形板の少なくとも一方に、相似三角形を認識さ
せる表示又は正５角形の表示が付されていることを特徴とする図形板セット。
【請求項２】
　学習用の図形板セットであって、
　頂角が１０８度、底角が３６度の二等辺三角形の第１の三角形板と、
　頂角が３６度、底角が７２度の二等辺三角形の第２の三角形板とを備えており、
　前記第１の三角形板の等辺の長さと、前記第２の三角形板の等辺の長さ又は底辺の長さ
とが一致し、
　前記第１の三角形板と前記第２の三角形板とを組み合わせて新たな三角形を形成でき、
　円形の凹部が形成されたプレート部材と、前記第１の三角形板及び前記第２の三角形板
を含む三角形板の組とを備えており、前記三角形板の組を構成する三角形板を組み合わせ
て、前記円形の凹部に内接する正５角形又は正１０角形を形成できることを特徴とする図
形板セット。
【請求項３】
　学習用の図形板セットであって、
　頂角が１０８度、底角が３６度の二等辺三角形の第１の三角形板と、
　頂角が３６度、底角が７２度の二等辺三角形の第２の三角形板とを備えており、
　前記第１の三角形板の等辺の長さと、前記第２の三角形板の等辺の長さ又は底辺の長さ
とが一致し、
　前記第１の三角形板と前記第２の三角形板とを組み合わせて新たな三角形を形成でき、
　正１０角形の凹部が形成されたプレート部材と、前記第１の三角形板及び前記第２の三
角形板を含む三角形板の組とを備えており、前記三角形板の組を構成する三角形板を組み
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合わせて、前記正１０角形の凹部に内接する正５角形を形成できることを特徴とする図形
板セット。
【請求項４】
　前記第１の三角形板及び前記第２の三角形板を含む三角形板の組を備えており、前記三
角形板の組を構成する三角形板を組み合わせて、正５角形又は正１０角形を形成できる請
求項１に記載の図形板セット。
【請求項５】
　凹部が形成されたプレート部材と、前記第１の三角形板及び前記第２の三角形板を含む
三角形板の組とを備えており、前記三角形板の組を構成する三角形板は、辺又は頂点が前
記凹部の内周壁面に接した状態で配置できる請求項１又は４に記載の図形板セット。
【請求項６】
　円形の凹部が形成されたプレート部材と、前記第１の三角形板及び前記第２の三角形板
を含む三角形板の組とを備えており、前記三角形板の組を構成する三角形板を組み合わせ
て、前記円形の凹部に内接する正５角形又は正１０角形を形成できる請求項１、４又は５
に記載の図形板セット。
【請求項７】
　正１０角形の凹部が形成されたプレート部材と、前記第１の三角形板及び前記第２の三
角形板を含む三角形板の組とを備えており、前記三角形板の組を構成する三角形板を組み
合わせて、前記正１０角形の凹部に内接する正５角形を形成できる請求項１、４又は５に
記載の図形板セット。
【請求項８】
　凹部が形成されたプレート部材と、前記第１の三角形板及び前記第２の三角形板を含む
三角形板の組とを備えており、前記三角形板の組が複数であり、前記三角形板の組の１組
分を構成する三角形板を組み合わせて、正５角形又は正１０角形を形成でき、前記複数の
三角形板の組は、前記凹部に積み重ねて収納できる請求項１から７のいずれかに記載の図
形板セット。
【請求項９】
　前記プレート部材に、前記円形の凹部に内接する正５角形及び正１０角形の少なくとも
いずれか表示されている請求項２又は６に記載の図形板セット。
【請求項１０】
　前記第１の三角形板及び前記第２の三角形板の少なくとも一方に、相似三角形を認識さ
せる表示又は正５角形の表示が付されている請求項２又は３に記載の図形板セット。
【請求項１１】
　前記正５角形の表示は、正５角形の穴である請求項１又は１０に記載の図形板セット。
【請求項１２】
　前記正５角形の表示の内側に、さらに相似三角形を認識させる表示と、正５角形の表示
とが付されている請求項１、１０又は１１に記載の図形板セット。
【請求項１３】
　前記第１の三角形板及び前記第２の三角形板の各頂点の近傍に、前記各頂点の角度に対
応した個数の印が表示されている請求項１から１２のいずれかに記載の図形板セット。
【請求項１４】
　前記第１の三角形板及び前記第２の三角形板は、少なくとも一部の頂点が面取りされて
いる請求項１から１３のいずれかに記載の図形板セット。
【請求項１５】
　前記図形板セットに含まれる複数の三角形板が、三角形の種類に応じて色分けされてい
る請求項１から１４のいずれかに記載の図形板セット。
【請求項１６】
　前記図形板セットに含まれる複数の三角形板の少なくとも一つは、三角形板の単体が相
似三角形を認識させるように色分けされている請求項１から１５のいずれかに記載の図形
板セット。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　正１０角形の凹部が形成されたプレート部材と、前記第１の三角形板及び前記第２の三
角形板を含む三角形板の組とを備えており、前記三角形板の組を構成する三角形板を組み
合わせて、前記正１０角形の凹部に内接する正５角形を形成できることが好ましい。この
構成によれば、三角形板の頂点を、正１０角形の凹部の内周壁面に当接させながら、三角
形板を凹部に載置して正５角形を完成させることになり、この載置作業を通じて、正１０
角形とこれに内接する正５角形との対応関係を意識することになり、学習効果が高まる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　また、図１～４は、角度に関する表示として、角度及び印２０の両方を付した例である
が、これらの一方又は両方がない構成であってもよい。角度に関する表示がなくてもよく
、例えば前記のような手引きを併用すれば角度を意識した学習が可能になる。
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